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鹿茸 エ キ ス 中の マ ウ ス 肝 B 型 モ ノ ア ミ

ン オ キ シ ダ
ー ゼ 活性 阻害物質 に つ い て
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目的 生体 ア ミ 。 を 酸化的脱 ア ミ ノ 化す るモ ノ ア ミ・ オ キ ・ ダ
ーゼ （MAO ） IC　e・よA 型

と B 型 舗 在 す る．・ の うち B 型MA ・ 7誰 は加 齢と 難 上昇す る こ とよ り本甜 姥 化

の一指 標 とな る こ とが 示峻さrt・て い る識 々 は麟 水抽水物力く老化促進マ ウ ・ 肝お よび脳

B 型 MAO 〜舌性を抑制 ξる こ とを 見 い 出した。 そ こ で 今回，鹿茸抽出物の B 型MAO 抑制

成 分の 本体を追究 し た 。

　方法　ddY 系雄性 マ ウ ス 肝膜標本 （MAO 標品）に 放射標識 フ ェ
ニ ル エ チ ル ァ ミ ン ，チ

ラ ミ 。 ．また は ， 5 − ・ ド ・ キ ・ ト リ プ タ ミ ・ を加え ・ V ・ 酸緩衡桝 コ
・ 37℃ で反応後・

MAO 代謝産物鮪 輪 媒で 抽 出し，そ ・・放射活髄 測定 し・MAO 活性を 算出した・

褓 麟 エ タ た
一・ル エ キ ・ に つ ・、て ，さ らに ブ タ た

一
・レ

・ また （s・エ ー一テ ル 抽出を行

なうと．それ ぞれ otM 出物 ・ 強L・ MAO 活性阻害が 認め られ ナ・ ・ ブ タ ノ
ー

・レ酣 で 膜麟

を前処 置すると膜標本を洗浄 しブ タ ノ
ー

ル 画分を除去 した 後で もなお阻害作用 は持続 した 。

また，本1醐 は A 型 MAO 甜 よ り，　 B 型MA α 維 を強 く際 した ［・
一一一方・エ ーテ ル 画

分は処置時間 と共に 阻害作川 は増大 し た が ，膜 標本を 洗浄す ると作用が消失 した 。
こ れ ら

二 画分を シ リ カ ゲ
・
ル カ ラ ム ク ・ マ トに よ り さ らi・精製 し・又・TLC に よ り活獣 分を追

究 した と こ ろ ， ブ タ ・
一ル 酣 は．・ ポ 村 ・ チ ・ ・

エ
ー

テ ル 画分は・ ・ レ ス テ ゜
’e冒

ル 他

既知 の 脂肪酸 ・・脂質が．主な活性成分で あ る こ とが 判明 した。

繍 麒 抽出物 は上記成分がお そ ら 俳 齢 的に B 型 MAO 誰 を 匡巨害す る こ と漉

茸 お よびこ れ らの 成分は ，抗 MAO 作用 に よ る抗老 化作用 を行す る こ とが 示唆 され る。
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